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１．はじめに 

 『八王子基礎データ集～はちおうじを知り、未来

を描く～』の３章「市民の意識データ」によれば、

八王子市民が住み続けたい理由として、「緑が多く

自然に恵まれている」が最上位に位置しているほ

ど、八王子には、高尾山をはじめとする豊かな自然

に囲まれている環境的利点がある。 

また、八王子は、ＪＲ中央線、ＪＲ横浜線、京王

電鉄、京王バスや西東京バスといった鉄道路線や

バス路線、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）や中

央自動車道のインターチェンジ（ＩＣ）やジャンク

ション（ＪＣＴ）があり、交通の利便性が良いとい

う交通的利点がある。 

そこで、八王子の利点と近年話題になっている

「グランピング」を活用した八王子の観光プラン

を提案する。 

 

２．グランピングとは。（概要） 

 グランピング（Glamping）とは、グラマラス（魅

力的な）とキャンピングを掛け合わせた造語であ

り、自然のなかで、快適さを兼ねたものである。 

グランピングでは、キャンプにおいて煩わしい

と考えられている、テントの設置や食事の準備（火

起こしや食材購入等）をしなくても良く、キャンピ

ング用具を持っていない人やキャンプに慣れてい

ない人も楽しむことができる。 

グランピングの主な楽しみ方としては、自然の

中での憩いや、家族との団らんを過ごす等である。 

（一般社団法人日本グランピング協会ＨＰ 参考） 

 

３．グランピングの背景 

（数値出所：『オートキャンプ白書２０２０』） 

  

近年では、ＹｏｕＴｕｂｅをはじめとするＳＮ

Ｓにおけるキャンプ動画や「インスタ映え」等が影

響して、キャンプ人口が上昇傾向であることから、

グランピング等への認知度が高まっている。 

加えて、楽天インサイト株式会社の調査（「キャ

ンプに関する調査」2019 年）によれば、「キャンプ

で行きたい場所」の上位に、「高原」、「山」が入っ

ており、八王子にも適用することが可能であろう。 

 さらに、同調査では、グランピングの認知度が４

割程度であるが、グランピングを体験してみたい

などの回答が約７割であり、今後発展の可能性が

予想される。 

 

 



４．環境観光の施策としての「グランピング」 

 環境省や一般財団法人環境イノベーション情報

機構では、「国立公園等資源整備事業費補助金（国

立公園におけるグランピング等促進事業）や「国立

公園等資源整備事業費補助金（国立公園等の自然

を活用した滞在型観光コンテンツ創出事業）」を取

り組んでいることから、観光施策の一つとして、グ

ランピングの重要性は高まっている。 

 

５．おすすめプラン（案） 

１４時 到着、チェックイン 

１７時 夕食 

１９時 キャンプファイヤー 

２０時 野外シアター 

２１時 入浴・シャワータイム 

２３時 テントでまったり談笑、就寝 

＜翌日＞ 

７時 起床 

８時 朝食 

１１時 チェックアウト 

 

 この「おすすめプラン（案）」では、グランピン

グを４人家族で利用し、「自然とのふれあい」をコ

ンセプトにした１泊２日のプランになっている。 

このプランは、家族との会話や「のびのびとした休

日」を重点において作成した。 

 加えて、グランピングの管理施設においては、①

八王子に所在する観光地や観光施設（高尾山や高

尾山トリックアート美術館等）のパンフレットを

掲示・設置、②八王子の特産品や名物（八王子織物

や八王子ラーメン等）の展示、試食、③公益社団法

人八王子観光コンベンション協会が実施している

「ＭＩＣＥ特別プログラム」の広報、参加取次を行

うことで、利用者に対して、八王子の魅力を伝え、

体験が可能になる。 

さらに、グランピング施設において、インターネ

ットの利用環境を整備することによって、いわゆ

る「ワーケーション」も両立できる。 

このようなグランピングを通じた自然との親し

みは、日常では経験できないことや、自然に囲まれ

た中での仕事といった魅力がある。 

６．予想される成果 

定量的効果としては、八王子市内の利用者、八王

子市外からの観光客の誘致、八王子での消費額の

増加、グランピング周辺での地域経済の成長が挙

げられる。定性的効果としては、八王子地域の認知

度上昇、八王子産業の活性化、環境意識の向上、八

王子農業の魅力を拡大、森林保護意識の高まり、地

域社会・経済の持続的発展への意欲等である。  
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